
 

 

Lib.    vol.7 
学生がつくる尚絅学院大学図書館広報誌【リブ．】 

 

 

 

 

 

 

 



2 

📚Library Mate メンバーがお薦めする本📚 
２０２３年５月に選書してきた本から、メンバーお薦めの本を紹介します 

 

●『昭和歌謡と人文学の季節』 

井口貢 著 / ナカニシヤ出版 / 開架 767.8||Ig 
 

「すぐに役立つことは、すぐに役立たなくなる。」  

ファスト教養が取り巻く今の世の中。1+1=2の正解を求められるように、 

形作られたある種の正解を求め、今必要な知識を欲している人がいるのではないで 

しょうか。こうした日々の中で我々は、リベラルアーツの本来の意味を失いつつあります。 

失われた教養を、さだまさしや桑田佳祐などの昭和歌謡から見出し、教養を見つめ直す 

ことが当書の目的となっています。 

一見役に立たない教養を「役に立たせる」人文学の片鱗に、皆さんも触れてみませんか。

（人文社会学類 Y・K） 

 

 

●『汐見稔幸 こども・保育・人間 : 子どもにかかわるすべての人に』  

汐見稔幸 著,新田新一郎 責任編集 / 学研教育みらい / 開架 376.1||Sh 
 

モンテッソーリ、非認知能力、指針や要領、多様性...。これらは保育を学ぶ上で必ずと 

いっていいほど耳にする要素である。本文ではこれらの要素などのいろいろな視点から 

保育を考え、現場の先生や保護者の悩みにフォーカスしている。保育を専門的に学んでい 

る人は現場でどうしていくか学んでいける内容であるし、保育を専門的に学んでいない人 

でも易しく読みやすい内容でまとまっている。 

保育や教育に携わる人はもちろん、子どもに関わっている人・好きな人には是非一度読ん 

でみて欲しい一冊。 

（子ども学類 A・T） 

 

 

●『迷うことについて』  

レベッカ・ソルニット 著,東辻賢治郎 訳 / 左右社 / 開架 934.7||So 
 

私たちはいつだって迷っている。迷うことは自らを失うこと。 

迷いがあることで、知っている世界はより大きなものとして捉えることができ、未知なる 

ものと出会うことが出来る。 

迷うことは、一つだけの意味を持たない事を、この本を通じて分かった気がした。 

ソルニットの壮大な旅の記録を読み、迷うことは一体何なのか、考えさせられる 

哲学的エッセイ。 

（人文社会学類 A・K）  
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≪選書本一覧≫ 
１ ： 日本語の乱れか変化か : これまでの日本語、これからの日本語 

金澤裕之,川端元子, 森篤嗣 編 / ひつじ書房 / 810.4||Ka 

２ ： 昭和歌謡と人文学の季節 

井口貢 著 / ナカニシヤ出版 / 767.8||Ig  

３ ： 仕事と人生に効く教養としての映画 

伊藤弘了 著 / PHP研究所 / 778.04||It 

４ ： 戦前期日本のポスター : 広告宣伝と美術の間で揺れた 50年 

田島奈都子 著 / 吉川弘文館 / 727.6||Ta 

５ ： サブカルチャーを消費する : 20世紀日本における漫画・アニメの歴史社会学 

貞包英之 著 / 玉川大学出版部 / 726.101||Sa 

６ ： はりねずみのおいしゃさんとおばけのこ 

ふくざわゆみこ 作 / 世界文化社 / E||Fu 

７ ： わらべうたと心理学の出会い : 子どもも大人もぐんぐん育つ 

湯澤美紀 編著 / 金子書房 / 376.11||Yu  

８ ： 保育実践へのナラティヴ・アプローチ : 保育者の専門性を見いだす 4つの方法

二宮祐子 著 / 新曜社 / 376.14||Ni 

９ ： 実践につながる新しい乳児保育 : ともに育ち合う保育の原点がここに 

大浦賢治 編著 / ミネルヴァ書房 / 376.1||Oo 

１０ ： 汐見稔幸こども・保育・人間 : 子どもにかかわるすべての人に 

汐見稔幸 著 / 新田新一郎 責任編集 / 学研教育みらい / 376.1||Sh 

１１ ： 「保育の質」を超えて : 「評価」のオルタナティブを探る 

グニラ・ダールベリ[ほか]著 / ミネルヴァ書房 / 376.11||Da 

１２ ： もざいく 描くこと、言葉、素材を紡ぐ物語り 

ヴェア・ヴェッキ,ミレッラ・ルオッツィ 編集,カンチェーミ潤子,山岸日登美 訳

JIREA協力 / 中央法規出版 / 376.156||Ve  

１３ ： 迷うことについて 

レベッカ・ソルニット 著 東辻賢治郎 訳 / 左右社 / 934.7||So 

１４ ： 地域・都市の社会学 : 実感から問いを深める理論と方法 

平井太郎,松尾浩一郎,山口恵子 著 / 有斐閣 / 361.78||Hi 

１５ ： 共感の正体 : つながりを生むのか、苦しみをもたらすのか 

山竹伸二 著 / 河出書房新社 / 141.6||Ya 

１６ ： 世界神話入門 

篠田知和基 著 / 勉誠出版 / 164||Sh 

１７ ： 前向きに、あきらめる。 : 一歩踏み出すための哲学 

小川仁志 著 / 集英社クリエイティブ / 104||Og  

１８ ： スピーチや会話の「えーっと」がなくなる本 

高津和彦 著 / フォレスト出版 / 809.4||Ko 

１９ ： 私たちはなぜ犬を愛し、豚を食べ、牛を身にまとうのか : カーニズムとは何か

メラニー・ジョイ 著 / 青土社 / 480.9||Jo 
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① 『ゼロからの「資本論」』 

齋藤幸平 著 / NHK出版 / 331.6||Sa 

多くモノに囲まれた私たちの生活。皆さんは、豊かさを感じていますか? 人にとって本当

に必要なモノや働き方とは何でしょうか? この本は資本主義ではない別の社会を考えるた

めの入門書です。（人文社会学類 渡邊千恵子先生より） 

 

② 『ぼくはウーバーで捻挫し、山でシカと闘い、水俣で泣いた』 

齋藤幸平 著 / KADOKAWA / 304||Sa 

これは気鋭の研究者である斎藤幸平さんが日本各地の現場をめぐり学んだことをまとめた本

です。この本には、大学生の多くが罹っている「想像力欠乏症」を直すためのヒントが書か

れています。まずは、著者の体験談を楽しんでください。（人文社会学類 渡邊千恵子先生より） 

 

③ 『風姿花伝』 

世阿弥 著 / PHPエディターズ・グループ / 773||Ze 

この書は能で有名な世阿弥が一子相伝の芸の奥義を広く一般の人にも広めた書です。「初心

忘るべからず」が有名です。内容は能に関することに留まらず、教育、プレゼン、人生に関

することまで広く書かれております。（心理学類 水田惠三先生より） 

 

④ 『「おいしさ」の錯覚』 

チャールズ・スペンス 著 長谷川圭 訳 / KADOKAWA / 141.2||Sp 

この本はイギリスの心理学者で､多感覚融合の研究で超有名なチャールズ・スペンスが､特に

味覚に関与する他の感覚の影響について､とても興味深い例をたくさん挙げて解説したもの

です。例えば、湿気ったポテトチップスでも､食べる時の咀嚼音を変調してヘッドホンから

パリッという音を流すと､とてもおいしく感じられるという錯覚があります。その他にもダ

イエットに有効な新しい方法として､多感覚融合の利用の仕方も紹介されています。  

（心理学類 行場次朗先生より） 

 

⑤ 『センス・オブ・ワンダー』 

レイチェル・カーソン 著 / 新潮社 / 402.9||C 

レイチェル・カーソンは、この本の中で『「知る」ことは「感じる」ことの半分も重要では

ない』と語っています。大人となった私達に足りないことは何かを示唆してくれる、人生を

より豊かにするための本です。（子ども学類 相馬亮先生より）  

大学の先生方がお勧めする本 
各学類の先生方数名にお勧めの本を訊ねてみました！  

本学図書館に所蔵されているものが多数なのでよろしければご覧ください！ 
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⑥ 『その島のひとたちは、ひとの話をきかない ： 精神科医、「自殺希少地

域」を行く』 

森川すいめい 著 / 青土社 / 493.79||Mo 

精神科医である森川先生が、自殺希少地区の人たちから話を聞いて、「なぜ自殺で亡くなる

人が少ないのか」という問いを明らかにした本です。人が人とかかわりながら生きていく

上で大切なことを教えてくれます。（子ども学類 金野智津先生より） 

 

⑦ 『医者が教えるサウナの教科書 ： ビジネスエリートはなぜ脳と体をサウナ

でととのえるのか？』 

加藤容崇 著 / ダイヤモンド社 / (所蔵なし) 

疲れている人、サウナに行きましょう。悩みがある人、サウナに行きましょう。正しいサ

ウナの入り方とは？読めばあなたも行きたくなること間違いなし。皆さん、サウナに行き

ましょう。（学校教育学類 竹内孝文先生より） 

 

⑧ 『「待つ」ということ』 

鷲田清一 著 / 角川学芸出版 / 104||W 

私たちは日々何かを待っています。映画の結末、友達の返信、人生のチャンス。「待つ」時

間は、耐えがたく、避けがたい。そこにどんな意味があるのか、考える哲学エッセイ集で

す。ケアや教育に関心がある人へどうぞ。（学校教育学類 梶川萌先生より） 

 

⑨ 『人はいかに学ぶか : 日常的認知の世界』  

稲垣佳世子,波多野誼余夫 著 / 中央公論社 / 141.33||Hi 

大学４年生の時に、ゼミの先輩から薦められた一冊です。人は、知的好奇心や、文化的実

践への参加を通じて、主体的に学ぶ存在であることを実証的に解説しています。いつ読み

返しても新たな気付きの得られる一冊です。（学校教育学類 佐々木健太郎先生より） 

 

⑩ 『女子栄養大学料理のなるほど実験室 : 研究室で検証しました!』  

小川久惠 [ほか]著 / 女子栄養大学出版部 / 596||Og 

昆布だしは煮立たせる?ハンバーグの玉ねぎは炒める?ケーキ生地の混ぜすぎとは?現代のキ

ッチン向けの料理のコツを専門家が検証しました。「科学的な調理」を取り入れた基本レシ

ピも収録。料理の迷いや疑問もこれで解決できるかも!（健康栄養学類 木村ふみ子先生より） 

 

⑪『持続可能な社会における食料問題 : 日本の農業と食生活を持続するために』  

橋本直樹 著 / 筑波書房 / (所蔵なし) 

私たちは豊かで便利な食生活をこれからも送ることができるのか、あるいはこのまま続け

てよいのか。日本の「食」と「農」の今後の在り方、自分にできることは何か、を考えさ

せる 1冊です。（健康栄養学類 今野暁子先生より） 
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学生にきいてみた！図書館利用アンケート 
本学学生・院生に図書館の利用についてのアンケートを取りました！ 

いろいろな利用方法があるようですね！ 

回答くださった方々ありがとうございました！！ 

Ｑ１：来館頻度 

〈授業・試験期間中〉 

１位：試験・レポート等があるときのみ（４０％） 

２位：週１～２日（３２％） 

３位：週３～４日（１６％） 
 

〈長期休み期間中〉 

１位：ほとんど利用しない（４８％） 

２位：利用したことがない（３２％） 

３位：試験・レポート等があるときのみ（１６％） 

 

Ｑ２：滞在時間 
１位：１～２時間（５２％） 

２位：１１～３０分（１６％） 

３位：３１～５９分（１２％） 

 

Ｑ３：利用目的（複数回答可） 
１位：個人での学習・研究（８０％） 

２位：資料の貸出・返却（６８％） 

３位：時間つぶし（５６％） 

 

・・・他には、資料の館内利用、無線 LANの使用、 グループでの学習・研究、 

蔵書検索がありました！ 

 

 

 

 

 

  

大学で講義がある日に

寄る方が多いですね 

空きコマで活用している

印象です 

勉強が目的な方が

多いですね 
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📖Book Menu📖 〜本に出てくる料理を作ってみる〜 

絵本『ぐりとぐらのおおそうじ』にでてくるにんじんクッキーを作ってみました。 

ぐりとぐらがお掃除が終わった後、遊びにきた友だちのうさぎたちとみんなで食べる

このクッキー。素朴な味で心も体も幸せで満たされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

📕『ぐりとぐらのおおそうじ』 

なかがわりえこ 文 やまわきゆりこ 絵 / 福音館書店 / E||Ya 

  

 
① バター、砂糖、卵、にんじんを 

混ぜ合わせます 

 

 
②薄力粉、ベーキングパウダーを 

ふるって入れ、さっくりと混ぜます 

③オーブンで２０分ほど 

焼いたら完成です 
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ちょこっとＬＭ報告 
 

今年度は前期に選書ツアー①と七夕飾り設置・撤去、後期に選書ツアー②と尚志祭での

企画出展を予定し活動してきました。編集時点では前期の活動が終了したところです。

七夕飾り関連は今年度よりＬＭメンバーが担当しましたが、想定以上に短冊が集まって

いて驚きました。みんなの願いが叶いますように♪ 

 

編集後記 
 

こんにちは。こんばんは。あるいはおはようございます。ここまでお読みいただきあり

がとうございました。今年度のＬＭメンバーは３人と少ないですが（なんと昨年度の半

分・・・！）、メンバー一人ひとりがユニークな感性の持ち主なので読み応えのある紙

面を作ることができたのではないかなぁと思っています。今読んでくださっているそこ

のあなた、ＬＭメンバーに加わり一緒に活動しませんか？本が好きな気持ちがあれば誰

でも大歓迎ですよ！ 

そんなことはさておき、メンバーや大学の先生方が紹介している本、是非読んでみてく

ださいね。素敵なものばかりですよ〜。 

そろそろお別れの時間です。では、またどこかで。（編集長） 
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